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人 口／63 ,620人（- ii) 
男 ／29 ,868人（土 0) 
女 ／33 ,752人（一11) 

世帯数／24,427世帯（+9) 
9月30日現在（前月比） 



五所川原市議会第5回定例会が9月14日から28日までの15日間おこなわれ、平成17年度一般会計歳入歳出 

決算など40議案を原案どおり可決し閉会しました。 

人事案件では、助役に田辺欣二郎氏、人権擁護委員に桑野邦夫氏、井丸岡秀昭氏を選任することに同意し 

ました。 

主な議案は、五所川原市障害者地域生活支援事業条例案など39件、議員提出議案 1件が提出されました。 

ごーーー＝ 

可決・承認・認定された議案 
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◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計歳

入
歳
出
決
算
に
づ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保

険
医
科
診
療
施
設
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保

険
歯
科
診
療
施
設
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
老
人
保
健
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
立
高
等
看
護

学
院
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
事業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
漁
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
公
共
用
地
先

行
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
 
 

つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
相
内
財
産
区
 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
脇
元
財産
区
 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
十
三
財産
区
 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
嘉
瀬
財
産
区
 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所川
原
市
病
院
事
業
会
 

計
決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事
業
会
 

計
決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
工
業
用
水
道
 

事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所川
原
市
一
般
会
計
補
 

正
予
算
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
 

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
市
介
護
保
険
特
 

別
会
計
補
正
予
算
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
市
下
水
道
事
業
 

特
別
会
計
補
正
予
算
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
市
農
業
集
落
排
 

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事
業
会
 

計
補
正
予
算
 
 

◇
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
 

◇
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
 

て
（
一
一件
）
 

◇
西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
規
約
の
変
更
 

に
つ
い
て
 

◇
五
所
川
原
市
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
 

条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
楠
美
家
住
宅
設
置
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
ひ
とり
親
家
庭
等
医
療
費
給
 

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
 

◇
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
 

つ
い
て
 

◇
青
森
県
消
防
補
償
等
組
合
の
共
同
処
理
す
 

る
事
務
の
変
更
及
び青
森
県
消
防
補
償
等
 

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
 

◇
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
 

の
変
更
に
つ
い
て
 

◇
五
所
川
原
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
 

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
議
員
提
出
議
案
 

・

道
路
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
案
 



新
作
立
侯
武
多
最」
暁
曹
心
窟

ぶ
 

十
月
六
日
、
津
軽
北
部
地
域
子
牛
品
計
会
が
市
浦
地
区
実
取

牧
場
看
視
舎
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
品
評
会
は
、
畜
産

農
家
経
営
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
飼
養
意
欲
の
高
揚
と飼
養

管
理
技
術
の
向
上
を
推
進
し
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

品
評
会
で
は
、生
後
六
カ
月
以
上
一
年
未
満
の
子
牛
の
体
重
、
 

体
高
、
胸
囲
な
ど

、
 

体
格
を
計
測
し
て
 
に

生
育
状
況
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
 

品
格
や
血
統
等
を

審
査
し
た
結
果
、
 

相
沢
治
さ
ん

（市

浦
磯
松
）
が
飼
育

し
た
「
は
な
ざ
く

ら
号
」
が
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
賞
の
栄
冠

に
輝
き
ま
し
た
。
 

相
沢
さ
ん
：生
ま
れ

て
か
ら
の
三
カ
月
が

最
も
大
事
な
時
期
。
 

ま
る
で
自
分
の
子
ど

も
の
よ
う
に
風
邪
な

ど
病
気
を
し
な
い
か

と
気
を
配
り
大
事
に

育
て
て
い
ま
す
。
 

馴
ー

右
足
を
前
に
出
す
構
図
に
よ
り
躍
動
感
を
出
し
た
 

●

宕
 

』
 
い
。十
台
目
と
い
う
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
 

つ
く
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

新
作
立
侵
武
多
を
発
表
す
る
斉
藤
さ
ん
（
左）
 テ

ー
マ
「
水
鏡
に
身
を
写
し
て

…
」
 

「悪
の
芽
が
芽
生
え
る
」
と
い
う
言
葉
で
例
え
る

よ
う
に
、
そ
れ
が
根
を
は
り
今
は
悲
し
い
事
件
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
社
会
の
せ
い
と
責
め
る
だ
け

で
は
な
く
、
今
一
度
自
分
を
省
み
、
こ
め
か
み
か

ら
悪
の
芽
が
伸
び
ツ
ノ
に
な
り
鬼
と
化
す
前
に
、
 

自
ら
の
芽
を
摘
む
心
の
強
さ
を
持
っ
て
人

間
の
尊
厳
を
保
っ
て
ほ
し
い
…
。
 

「はなざくら」号と相沢治さんの妻・和予さを 

血“窒義羅曹萎番響茎三子

奪多こに鍵ニ］医B Ji- に 

高
さ

重
さ
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止 

来
年
の
新
作
の
立
侵
武
多
を
製
作
す
る
斉
藤
忠

大
さ
ん
が
九
月
二
十
九
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
新

作
「
芽
吹
き
心
荒
ぶ
る
」
の
下
絵
を
発
表
し
ま
し

た
。
斉
藤
さ
ん
は
立
侵
武
多
の
館
の
職
員
で
、
平

成
十
六
年
の
「
代
」
に
続
く
二
作
目
と
な
り
、「衣

の
紫
と
赤
の
配
色
の
ほ
か
、
人
が
水
の
上
に
浮
き
 

社
会
か
ら
悲
し
い
事
件
が
な
＜
な
る
よ
う
願
う
 

津
軽
北
部
地域
デ
4
f
i

ii「利
 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
は

「
はな
ざ
く
ら
号
」
 

「

ー
 

（
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一
 

。
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闘

昨
講

ま
す
 

高
額
寄
付
者
感
謝
状
贈
呈
式
 

十
月
」
ロ
、
高
額
寄
付
者
感
謝
状
贈

呈
式
が
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原

で
行
わ
れ
、
市
に
十
万
円
以
上
の
金
品

を
寄
付
さ
れ
た
三
十
七
団
体
・
八
個
人

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
寄
付
は
、
立
侵
武
多
の
運

行
や
公
共
施
設
の
充
実
、
芸
術
・
文
化
、
 

教
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
多
方
面

に
わ
た
っ
て
役
立
て
て
欲
し
い
と
寄
せ

ら
れ
た
も
の
で
、
平
山
市
長
は
「
皆
様

の
意
思
が
十
分
い
か
さ
れ
る
よ
う
大
切

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感

謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 



秋
の交
通
安全
運
動
活
動
 

一
 
》
 
保
育
園

児
と
自
転
車
組
合
 

聾 

平成18年I0月15日 4 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
の
九

月
二
十
九
日
、
金
木
第
一
保
育
所
年
長

組
二
十
二
人
の
園
児
が
、斜
陽
館
前
で

手
作
り
の
「
交
通
安
全
鈴
虫
マ
ス
コ
ッ

ト
」
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
「
安
全

運
転
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
 

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
、
早
速
マ
ス
コ

ッ
ト
を
自
動
車
に
貼
り
付
け笑
顔
で
安

全
運
転
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
 

同
日
、
青
森
県
自
転
車
軽
自
動
車
商

業
協
同
組
合
五
所
川
原
支
部
の
六
人
が

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

内
で
、
自
転
車
の
街
頭
点
検
を
行
い
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
五
所
川
原

農
林
高
校
柔
道
部
の
生徒
三
人
は
、
空
 
 気

圧
や
ラ
イ
ト
、
ベ
ル
な
ど
を
点
検
し

て
も
ら
い
「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
 

と
大
き
な
声
で
お
礼
を
述
べ
、五
所
川

原
工
業
高
校
一
学
年
の
生
徒
は
、ブ
レ
 

ー
キ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
買
い
物
に
訪
れ
た

主
婦
は
、
思
い
が
け
な
い
サ
ー
ビ
ス
に
 

「わ
い
、
め
や
ぐ
だ
っ
き
ゃ
」
と
感
激

し
て
い
ま
し
た
。
 

支
部
会
員
の
皆
さ
ん
は
「
自
転
車
の
 

」父
通
違
反
が増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
日
暮
れ
が
早
く
な
る
の
で
、
車
同

様
早
め
に
点
灯
し
て
ほ
し
い
。
無
灯
火

運
転
は
お
互
い
事
故
の
元
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
 

「「
獲
難
 

十
月
七
日
、
青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

西
北
五
支
部
（
永
津
稔
支
部
長
）
は
十

月
九
日
の
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
に
ち
な

み
、
約
三
十
人
が参
加
し
エ
ルム
の
街
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
出
入
り
口
で
飲
酒

運
転
撲
滅
を
呼
びか
け
ポ
ケ
ット
テ
ィ
ッ

シ
ュ千
個
を
配
り
ま
し
た
。
 

中
心
と
な
り
活
動
し
た
青
年
部
会
長

の
増
田
隆
則
さ
ん
は
、
「皆
で
飲
酒
運

転
撲
減
を
訴
え
る
こ
と
がで
き
ま
し
た
。
 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
が
け
ー
つ
で飲
酒
運
転

は
ゼ
ロ
に
で
きま
す
。
運
転
を
本
業
と

す
る
私
達
か
ら
運
動
を
始
め
、
次
第
に

そ
の
輪
を
広
め
て
交
通
安
全
へ
の
意
識

を
高
め
た
い
」
と
話
し
て
いま
し
た
。
 

感
謝
の
気
持ち
で
 

一／
 
利
用
施
設
の
草
取
り
奉
仕
 

金
木
地
区
婦
人
会

（
佐々

木
ヤ
ユ
会

長
）
及
び
日
赤
金
木
町
奉
仕
団
（
藤
本

幸
子
代
表
）
は
、
環
境
美
化
の
奉
仕
活

動
と
し
て
、
今
年
も
例
会
等
で
利
用
し

て
い
る
集
会
所
な
ど
へ
感
謝
の
気
持
ち

か
ら
、
施
設
周
辺
の
草
取
り
を
定
期
的

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

今
年
は
十
月
五
日
の
金
木
西
部
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
で
の
作
業
が

最
後
と
な
り
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
今

年
の
活
動
を
振
り
返
る
と
と
もに
、
来

年
は
集
会
施
設
に
限
ら
ず
巡
回
し
て
気

に
な
る
所
も
草
取
り
を
した
い
な
ど
提

案
し
合
い
ま
し
た
。
 

十
月
八
日
、
第
二
回
白
戸
策
之
助
杯

紙
飛
行
機
大
会
が
金
木
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
親

子
ら
約
四
十
人
が自
作
の
紙
飛
行
機
を

力
強
く
手
か
ら
放
ち
、
距
離
・
滞
空

・

大
人
の
三
部
門
で
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
金
木
地
区
出
身
で
我
が
国

初
の
民
間
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
白
戸
策之
助
に

ち
な
み
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

大
会
を
主
催
し
た
白
戸
策
之
助
航
空

研
究
会
の
久
保
泰
太
郎
会
長
は
、
「地
元

出
身
の
偉
人
を
知
り
、
夢
や
希
望
を
強

く
心
に
持
ち
続
け
、
科
学
を
学
ぶ
心
を

養
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
して
い
ま
し
た
。
 五所川原市役所 費35一2111 
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守
り
た
い
 
い
の

ち
育
む
 

人
権
 

市
小
学
生
人

権
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
 

市
小
学
生
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
式
が
十
月
二
日
、
市
役
所
で
行
わ

れ
、
栄
小
学
校
6
年
関
愛
佑
美
さ
ん
の
 

「守
り
た
い
 
い
の
ち
育
む
 
人
権
」
 

が
最
優
秀
賞
に
選
ばれ
ま
し
た
。
同
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
市
内
の
小
学
校
で
「
人

権
教
室
」
を
受
講
し
た
児
童
を
対
象
に

募
集
し
二
百
十
七
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
十
八
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
平
山
市
長
か
ら
入
賞
者
に
賞

状
と
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

入
賞
し
た
標
語
は
、
弘
南
バ
ス
の

市
内
路
線
バ
ス
側
面
に
掲
示
さ
れ
る
ほ

か
、
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
市
内

の
全
児
童
に
配布
さ
れ
、
家
庭
か
ら
入

権
の
普
及
に
理
解を
図
り
ま
す
。
 

《
入賞
者
氏
名
》
 

優
秀
賞
且
藤
井
彩乃
（
嘉
瀬
小
4
年
）
 

高
杉
諒
大
（
一野
坪
小
5
年
）
 

佳
 
作
【
佐
々
木
心
平
（
松
島小
6
年
）
 

今
さ
や
か
（
喜
良市
小
4
年
）
 

一
戸
恋
菜
（
栄小
6
年
）
 

奨
励
賞
H
新
谷
京
甫

（
栄小
6
年
）
 

”
柳
谷
若
菜

（
栄小
6
年
）
 

須
崎
琴
音

（
嘉瀬
小
4
年
）
 

沢
田
春
菜
（
一
野坪
小
6
年
）
 

秋
谷
拓
弥
（
喜
良市
小
5
年
）
 

小
田
桐
拓
也
（
松
島小
6
年
）
 

努
力
賞
H
諏
訪
晃
樹

（
栄小
6
年
）
 

渋
谷
員
慧

（栄
小
6
年
）
 

松
川
く
れ
あ
（
嘉瀬
小
4
年
）
 

島
谷
は
づ
き
（
一野
坪
小
5
年
）
 

田
村
真
子
（喜
良
市
小
5
年
）
 

森
 
和
輝

（
松
島小
6
年
）
 

子
育
て
メ
イ
ト
研
修
会
 

平
成
十
八
年
度
子
育
て
メ
イ
ト
研

修
会
（
つ
が
る
西
北
五
ブ
ロ
ッ
ク
）
 

が
、
九
月
二
十
七
日
、
プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ

ウ
五
所
川
原
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

研
修
会
で
は
、
五
所
川
原
市
子
育
て

メ
イ
ト
の
古
川
亮
子
さ
ん
が
「
親
子
の

ふ
れ
あ
い
の
日
へ
の
参
加
」
と
題
し
、
 

子
育
て
支
援
保
育
園
の
開
放
で
、
会
1
4
 

が
作
っ
た
タ
オ
ル
人
形
で
園
児
や
親
子

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
し

て
い
ま
す
な
ど
の
事
例
報
告
を
発
表
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
「減
少
し
て
い
る
会
員
の
増
大
を
図

り
な
が
ら
、
た
の
し
い
活
動
を
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

李
？
ジ
かン衝
百
拍
レ
 

五
所
川
原
ジ
ュ

ニ
ア
 

バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
ク
ラ
ブ
 

第
ト
五
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
兼
東
北
大
会
予
選
会

で
優
勝
ほ
か
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
五

所
川
原
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
の
選
手
八
人
と
津
田
助
監
督
が
十
月

二
日
、
高
松
教
育
長
に
東
北
大
会
出
場

の
報
告
を
し
ま
し
た
。
古
川
紗
妃
さ
ん
 

（
三輪
小
6
年
）
は
、
県
大
会
シ
ン
グ

ル
ス
優
勝
で
県選
抜
代
表
に
選
ば
れ
全

国
大
会
出
場
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
 

高
松
教
育
長
は
「
県
の
代
表
と
し

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。
選
手
達
は
「
ベ
ス
ト
3
を
目
指
し

ま
す
」
 
「ま
ず
は
1
勝
で
す
」
な
ど
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ク
リ
ー
ン
な
産
地
へ
 

十
月
四
日
、
五
所
川
原
市
と
西
北
地

方
農
林
水
産
事
務
所
は
、
市
役
所
前
お

ま
つ
り
広
場
で稲
わ
ら
焼
却
防
止
巡
回

指
導
出
発
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
広
報

車
四
台
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
流
し
な
が
ら

市
内
を
巡
回
指
導
し
ま
し
た
。
 

稲
わ
ら
焼
却
は
健
康
に
害
を
及
ぼ

し
、
交
通
の
妨
げ
と
な
り
、
産
地
の
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

巡
回
指
導
は
「ク
リ
ー
ン
な
産
地
」
を

目
指
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
ほ
か
に
も
畜産
等
や
家
庭
菜
園
に

稲
わ
ら
を
有
効
利
用
す
る
な
ど
様
々
な

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
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お
し
ど
り
夫
婦
で
絵
画
を
展
示
 

．~ 

立
侵
武
多
の
館
美
術
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
会
場
に
、
九
月
二
十
九

日
か
ら
「伊
藤
芳
子
遺
作
寄
贈
展
」
 

が
開
催
さ
れ
て
いま
す
。
 

日
本
美
術
展
を
は
じ
め
油
絵
で
 

妻は、ひらめきがすばらしく感性が豊かだっ
た。配色（明暗）と線を駆使して、平面的な： 
中に奥行き感が出るよう描かれている。私に
とって妻は太陽のような人でした。 

声贈の『ヤギ』を囲んで 

故
・奈
良
岡
正
夫
画伯
の
作
品7
点
を
寄贈
 

「わ
・
五
所
川
原
会
」
会
長
・
山
田
春
雄
氏
 

首
都
圏
在
住
の
当
市
出身
者
に
よ
る
「
わ
・
五
所
川
原
会
」
の
会
長
・
山
田
春
雄

氏
が
九
月
二
十
六
日
、市
役
所
を
訪
れ
、
故
・
奈
良
岡
正
夫
画
伯
の
絵
画
七
点
を
市

に
寄
贈
し
ま
し
た
。
今
回
の
寄
贈
は
、山
田
会
長
所
蔵
の
絵
画
を
立
侵
武
多
の
館
美

術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に
展
示
し
た
特
別
企
画
展
「
棟
方
志
功
と
近
代
絵
画
の

巨
匠
達
」
展
の
大
成
功
を

記
念
し
た
も
の
で
す
。
 

寄
贈
作
品
に

つ
い
て

山
田
会
長
は
、
 「五
十
歳

代
の
成
熟
し
た
時
代
の
作

品
で
と
て
も
勢
い
があ
り

ま
す
。
市
が
所
蔵
す
る
画

伯
の
作
品
と
あ
わ
せ
て
展

示
会
が
で
き
る
よ
う
、
代

表
作
の
 
『ヤ
ギ
』
 
の
ほか
 

『ウ
シ
』
 
『裸
婦
』
 
『釣

人
』
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
む
よ
う
選
び
ま
し
た
」
 

と
説
明
。
ま
た
、
 「市
民

の
皆
さ
ん
が
外
に
自
慢
で

き
る
よ
う
な
作
品
を
寄
贈

し
、
こ
れ
を
市
の
財
産
と

し
て
伝
え
、
展
示
す
る
こ

と
で
、
ふ
る
さ
と
か
ら
広

く
文
化
の
発
信
を
す
る
一

役
を
担
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

ふ
る
さ
と
に
寄
せ
る
思
い

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 
 

多
数
の
入
選
を
果
た
し
、
平
成
元
年
に
五
所
川
原
市
文
化
褒
賞
を
受
賞

し
た
伊
藤
芳
子
画
伯
は
、
今
年
七
月
一干
百
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
お

し
ど
り
夫
婦
で
知
ら
れ
る
二
人
で
、
当
市
梅
田
出
身
の
夫
・
伊
藤
正
規

画
伯
（
平
成
七
年
に
五所
川
原
市
名
誉
市
民
）
は
「
妻
の
作
品
を
保
管

・

管
理
し
て
、
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
市
に
妻
の
遺
作
四
ト

点
を
寄
贈
。
今
回
は
芳
子
画
伯
の
作
品
を
十
八
点
に
正
規
画
伯
の
作
品

十
五
点
を
加
え
展
示
し
、
十
月
二
十
一百
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

／
善
意
の
花
か
遥
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
歌
の
親
和
会
（
奈
良
一
雄
会
長
）
【
 

三
R
七
千
二
百
二
円

（チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
選

丁
権
の
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
料
飲
店
組
合
（
白井
富
士
子
理
事
長
）
 

H
十
万
円
 

（
チ
ャ
リ

テ
ィ
・
ナ

イ
ト
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ

の
益
金
）
。
 

寄
付
を
す

る
白
月
理

事
長
（
左

か
ら
2
人

目
）
 

＠
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
花
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
青
森
（
佐
藤
和
治
会
長
）
【
 

寄
贈

（
敬老
の
日
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）
。
 

〇
「
2
0
0
6花
フ
ェ
ス
タ

・m
西
北
」
実
行
委
員

会
（
高
松
岩
男
実
行
委
員
長
）【
寄
贈
（
地
元
産

の
花
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）
。
 

〇
木
村
嘉
四
雄
さ
ん
（
ド
平
井
町
）
n
寄
贈
（
り

ん
ご
圧
箱
）
。
 

＠
助
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
管
野
美
奈
さ
ん
（
束
京
都
）
と
ア
ン
ネ
ッ
ト
・

ス
ト
ル
ナ
ー
ト
さ
ん
（
ウ
ィー
ン
）
H
七
万
円
。
 

〇
工
由
会
（
坂
崎
信
也
会
長
）
H
十
万
円

（チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
益
金
）
。
 

た
 

●
 



梅沢りんごジュース生産組合 

こしょがわら倉紀 
Vol.6 

赤～い (.）んご 

ヘノシ× ンュース ンャム シャ 
ベツト 

赤～いりん4ジユースが 

一 
梅沢りんごジュース生産組合（福士明雅組合長） 

では九月下旬、果肉まで赤～いりんごの加工が始ま

りました。加工は、果肉を粉砕して絞り煮沸し瓶詰

のあとラベルを貼ってでき上がりです。 

当日、作業員で早速試飲しました。総務係の前田

築司さんは「昨年よりいい色だ。酸味と渋みがあり

さっぱりする」ほかの作業員も「赤～いりんごはこ

の酸味がいい」と感想を述べました。 
全屋者⑩思い 

梅沢りんごジュース生産組合と長橋地区農産物 

加工センター（土岐芳章代表）は、市の地場産品と 

して赤～いりんごの活用と販路拡大を目指していま 

す。赤～いりんごの増産により関東圏以外でも販売 

しています。また、最近オープンした市内の大型ス 

ーパーとも交渉中です。 

①赤～いりんごのジュース 

鮮やかな深紅色のジュース。ポリフ工ノール 

たっぷりのさわやかジュースです。 

②赤～いりんごのジャム 

無着色の自然な色でほどよい酸味の効いたジャ 

ムです。 

③赤～いりんごのシャーベット 

甘みを抑えた酸味で清涼感のあるシャーベット 

です。 

◇お買い求め 

立侵武多の館・まるっと新鮮館 

◇価 格 

赤～いりんごジュース 赤～いりんごジャム 

1瓶（140 g)==450円 
720me= 1,0001'] 

赤～いりんごシャ一べット 500me= 780 円 
I8Ome ＝ニ 250 円 

I3Ome=250円 

7 平成18年10月15日 
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「宮
崎
県
台
風
1
3号
被
害

義
援
金
」
の
受付
に
つ
い
て
 

保
護
福
祉
課
 
内
線

2
9
0
 

1
0月
夢
舶
 

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
次
の
と
お
り

義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
しま
す
。
な
お
、
郵

便
局
窓
口
で
の
取
扱
い
の
場
合
は
、振

替
手
数
料
は
免
除さ
れ
ま
す
。
 

●

宮
崎
県
台
風
1
3号
被
害
義
援
金

◇
募
集
期
間
 
1
0月
m
日
困
ま
で

◇
ロ
座
名
義
 

日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県支
部

◇
ロ
座
番
号
 

0
1
7
3
0
1
9
1
2
5
1
1
1
 

※
通
信
欄
に
「
台
風
義
援
金
」
と
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
8年
度
 
読
書
週
間
 

●

1
0月
2
7日
団

、
1
1月
5
日
目
 

9
時
3
0分
s
1
8時

（た
だ
し
、
土

・

日
曜
日
は
1
7時
ま
で
）
 

市
立
図
書
館
1
階
ロ
ビ

ー
 

◇
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
…
寄
贈
に
な
っ
た

本
の
う
ち
、
蔵
書
に
入
れ
な
い
も
の

を
利
用
者
の
皆
様
に
さ
し
上
げ
ま

す
。
展
示
の
終
わ
っ
た
川
柳
の
短
冊

も
さ
し
上
げ
ま
す
。
 

◇
展
示
…
「
五
所
川
原
の
文
学
ー
太
宰

以
外
の

ー
」
当
館
に
あ
る
だ
け
全部

展
示
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
本
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
当
館
へ
ご
寄

贈
く
だ
さ
い
。
 

「
水
道
水
源
開
発
施
設
 

整
備
事
業
」
の
中
止
 

津
軽
広
域
水
道
事
業
団
西
北
支
部
 

工
務
課
 

m
(4
2)
71
1
4
 

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
支
部
事

業
再
評
価
審
査
委
員
会

（
福
士
憲
一
委

員
長
・
八
戸
工
業
大
学
教
授
）
は
9
月
 

2
2日
、
水
道
事
業
に
お
け
る
国
庫
補
助

事
業
の
う
ち
「
水
道
水
源
開
発
施
設
整

備
事
業
は
中
止
」
と
の
意
見
書
を
ま
と

め
、
副
企
業
長
の
福
島
つ
が
る
市
長
へ

提
出
し
ま
し
た
。
 

国
庫
補
助
事
業
は
、
社
会
情
勢
の
変

化
を
考
慮
し
、
5
年
ご
と
ま
た
は
適
宜
 

「継
続
」
す
べ
き
か
「見
直
し
」
や
「
中

止
」
に
す
べ
き
か
を
審
査
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

第
2
回
五
所
川
原
立
侵
武
多

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト写
真
展
 

囲
五
所

川
原
市
観
光

協
会
 

皿
（
3
8)1
5
1
5
 

今
年
の
立
侵
武
多
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
に
お
け
る
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
支
 

●

1
0月
m
日
困
ま
で
 

立
侯
武
多
の
館
 
1
階
ホ
ー
ル
 

8
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晋わ～フリ  

青森→ 

入
じ
庁
な
 

響
唱
 

し
A
ご
し
よ
が

わ
ら
巾
本

店
 

(
 ー

水
野
尾
 

罰
m
J
 

稲わら 
フリ ー→ 

マーケット 

ー市内 

一市内 

平
成
1
8年
度
除
排
雪
業
務

臨
時
職
員
募
集
 

土
木
課
管
理

係
 
内
線
3
0
4
 

金
木
総
合
支

所
建
設
課
 

皿
（5
3)
21
1
1
 内
線
2
1
1
・
2
1
2
 

市
浦
総
合
支

所
建
設
課
 

皿
（6
2)
21
1
1
 内
線
2
3
・
2
4
 

市
除
排
雪
対
策
本
部
で
は
、
平
成
1
8
 

年
度
除
排
雪
業
務
臨
時
職
員
を
募
集
し
 

ま
す
。
 

◇
募
集
期
間
 
1
0月
1
6日
月
、
3
1日
因
 

◇
募
集
人
員
 

五
所
川
原
地
区
3
9名
程
度
 

金
木
地
区
n
名
程
度
 

市
浦
地
区
1
0名
程
度
 

◇
募
集
要
件
（
すべ
て
に
該
当
す
る
方
）
 

0
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
 

●

健
康
な
方
 

●

大
型
特
殊
免
許
を
有
し
て
い
る
方
 

O
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
を

修
了
し
て
い
る
方
 

●

原
則
と
し
て
市
除
排
雪
業
務
経
験
者

は
6
0歳
未
満
の
方
、
未
経
験
者
は
5
0
 

歳
未
満
の
方

（
平成
1
8年
1
1月
1
日

を
基
準
日
と
す
る
）
 

◇
雇
用
期
間
 
1
2月
n
日
回
、
平
成
均

年
3
月
9
日
団
 

◇
就
業
時
間
等
 
原
則
と
して
、
5
時
 

、
M
時
3
0分

（
間
に休
憩
1
時
間
3
0
 

分
を
含
む
）
詳
細
は
五
所
川
原
市
臨

時
的
任
用
職
員
管
理
規
程
に
よ
る
 
 

◇
申
込
書
類
 

O
五
所
川
原
市
除
排
雪
業
務
臨
時
職
員

雇
用
申
込
書

（
土
木課
及
び
各
総
合

支
所
建
設
課
に
あ
り
）
 

●

住
民
票
抄
本
 

●

免
許
証
国
 

。
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
修
 

了
証
国
 

●

運
転
記
録
証
明
書
 

●

健
康
診
断
書
（
3
カ
月
以
内
の
も

の
）
 

●

市
税
納
税
証
明
書
（
平
成
1
8年
度
）
 

◇
申
込
先
 

五
所
川
原
地
区
…
土
木
課
管
理
係

金
木
地
区
…
金
木
総
合
支
所
建
設
課

市
浦
地
区
…
市
浦
総
合
支
所
建
設
課

◇
採
否
の
決
定
通
知
 

1
1月
1
0日
岡
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。
 

「
農
政課
か
ら

e
n案内
 

内
線

3
5
6
 

稲
わ
ら
の
焼
却
は
、
健
康
や
交
通
の

妨
げ
と
な
る
ほ
か
、
産
地
の
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
 

精
密
機
械
を
製
造
す
る
企
業
に
と
っ
て

は
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

稲
作
農
家
の
み
な
さ
ん
は
、
稲
わ
ら
の

有
効
活
用
を
心
が
け
、
絶
対
に
燃
や
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

家
庭
で
野
菜
や
花
を
栽
培
す
る
方
々

に
堆
肥
の
原
料
や
敷
き
わ
ら
と
し
て
、
 

ぜ
ひ
、稲
わ
ら
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 稲

わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
 

●

1
0月
1
7日
因
、
な
く
な
り
次
第
終
了
 

※
ほ
場
の
稲
わ
ら
を
無
料
で
提
供
。
 

稲
わ
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

●

1
0月
2
6日
困
、
2
7日
岡
 
9
時
3
0分
 

5
1
6時
 
な
く
な
り
次
第
終
了
 

※
1
ロ
ー
ル

（2
0蛇
）
を
2
5
0
円
で

販
売
し
ま
す
。
天
候
に
よ
る
日
程
変

更
あ
り
。
担
当

〔
市農
協
米
穀
畜
産

課
興

2
7)
3
30
4
〕
ま
で
電
話
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

稲
わ
ら
活
用
「
相
談
窓
口
」
 

●

開
催
中
（
1
0月
3
1H
因
ま
で
）
 

農
政
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
稲
わ
ら
を
販
売
し
た
い
方
、
購
入
し
 

た
い
方
を
紹
介
し
ま
す
。
 

●
 



悪
質
商
法
で
困
っ
た
ら

・
・
・
 

青
森
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
 

皿
0
1
7
(
7
2
2
)
3
3
4
3
 

青
森
県
消
費
生
活セ
ン
タ
ー
弘
前相
談
室
 

皿
0
1
7
2

(
3
6)
4
5
0
0
 

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

皿
（
3
5)
2
0
1
9
 

秋
の
火
災
予
防
運

動
 

警
 
防
 
課
 

五所川原市管内9月の火災、救急、出動件数（単位：件） 

平成18年度統一標語 

“消さないであなたの心の注意の火” 

問合せノ五所川原地区消防事務組合消防本部B35-2O1 9（内）25番 

火災・救急'H動概況 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成18年 1 29 165 1,546 10 45 
平成17年 1 31 130 1,432 1 39 
比 	較 0 A2 35 114 9 6 

平成18年10月1引 I 。
v
 

ス
ズ
メ
バ
チ
の
被
害
に
つ
い
て
 

公
園
管
理
課
 
皿
（
3
4)
9
5
5
5
 

秋
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
被
害
が
報
告

さ
れ
る
季
節
で
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
、次
の
こ
と
に気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

⑨
ス
ズ
メ
バ
チ
は
黒
い
色
の
物
を
攻
撃

す
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
自
然
公
園

や
野
山
に
出
か
ける
と
き
に
は
、
必

ず
白
系
の
帽
子
を
被
り
、
白
系
の
服

を
着
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
香
水
や
整
髪
料
の
類
も
攻
撃

行
動
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑥
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
建
物
の
軒
先
や
土

中
等
に
巣
を
作
り
ま
す
。
特
に
茂
み

や
枯
れ
枝
の
下
の
巣
は
発
見
し
に
く

い
の
で
、十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

※
環
境
対
策
課
（
内
線2
3
2
）
で
は
、
 

駆
除
の
た
め
の
防
護
服
を
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。
 

手
話
講
習
会
基
礎
コ
ー
ス
 

障
害
福
祉
係
 
内

線
2
4
5
 

五
所
川
原
ろ
う
あ
協
会
（
工
藤
）
 

献
（
2
9)
3
7
2
9
 

●

1
1月
1
5日
s
1
2月
2
0日
の
毎
週
水
曜

日
・
全
6
回
 
1
9時
、
2
0時
3
0分

中
央
公
民
館
 

※
入
門
ま
た
は
初
級
コ

ー
ス
を
修
了
し

た
方
が
対
象
。受
講
無
料
（た
だ
し
テ

キ
ス
ト
代
1
4
7
0
円
自
己
負
担
）
 

市
内
で
の
悪
質
商
法
の
被
害
が
報
告

さ
れ
、
被
害
の
多
い
悪
質
商
法
は
ア
ン

ケ
ー
ト
商
法
、
点
検
商
法
、
s
F

（催

眠
）
商
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ア
ン
ケ
ー
ト
商
法
…
ァ
ン
ケ
ー
ト
を
利

用
し
て
近
づ
き
、
そ
の
結
果
を
利
用

し
て
商
品
を
買
わ
せ
る
手
ロ
。
 

点
検
商
法
…
業
者
が
点
検
に
来
た
と
来

訪
し
、
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
っ
て

不
必
要
な
商
品
を
買
わ
せ
る
手
口
。
 

s
F
（
催
眠）商
法
…
粗
品
の
引
換
券
な

ど
で
消
費
者
を
会
場
に
集
め
、
日
用

品
な
ど
を
無
料
ま
た
は
格
安
で
配
っ

て
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
後
、
高
額

な
商
品
を
買
わ
せ
る
手
ロ
。
 

こ
れ
ら
の
悪
質
商
法
は
8
日
間
以
内

で
あ
れ
ば
、原
則
と
し
て
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
可
能
で
す
。
悪
質
商
法
な
ど
で

困
り
ま
し
た
ら
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
がで
き
な
い
例

総
額
が
3
千
円
未
満
の
も
の
 

乗
用
車
を
購
入
し
た
場
合
 

自
分
で
自
宅
に
業
者
を
呼
ん
で
契
約

通
信
販
売
で
購
入
し
た
場
合
 

使
用
し
た
消
耗
品
 

県
下

一
斉
に
秋の
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
五
所
川
原
地
区
消
防
本

部
と
五
所
川
原
消
防
署
、金
木
消
防
署
、
 

市
浦
消
防
署
で
は
、
防
火
P
R
の
た
め

広
報
パ
レ
ー
ド
等
を
実
施
し
ま
す
。
 

●

期
間
 
1
0月
2
3日
囲
5
2
9日
回
 

統
一
標
語
 

『消
さ
な
い

で
 

あ
な
た
の
心
の
 

注
意

の
火
。
』
 

◇
主
な
行
事
 

（
五所
川
原
地
区
）
 

・

2
3日
囲
 
9
時
3
0分
、
1
1時
3
0分

消
防
署
と
消
防
団
等
防
火
パ
レ
ー
ド
 

・
2
5日
困
 
1
0時
、
1
0時
5
0分
 

一
日
消
防
官
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
 

五
所
川
原
地
域
防
災
協
会
に
よ
る
街
 

頭
パ
レ
ー
ド
 

（
金
木地
区
）
 

・

2
3日
月
 
9
時
、
1
1時
3
0分
 

消
防
署
と
消
防
団
等
防
火
パ
レ
ー
ド
 

（
市浦
地
区
）
 

・

2
3日
同
 
9
時
5
1
2時
 

消
防
署
と
消
防
団
等
合
同
パ
レ
ー
ド

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
に
よ
る
街
頭
パ
レ
ー
ド
 

住
宅
防
火
い

の
ち
を
守
る
 

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

◇
3
つ
の
習
慣
 

・

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。
 

・

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

・

ガ
ス
コ
ン
口
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
 

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。
 

◇
4
つ
の
対
策
 

・

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
する
。
 

・

寝
具
・
衣
類
及
びカ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。
 

・

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
備
え
る
。
 

・

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。
 

1
1
9
番
通
報
と
出
場
範
囲
 

指
 
令
 
課
 

昨
年
の
市
町
村
合
併
に
と
も
な
い
、
 

旧
金
木
町
及
び
旧
市
浦
村
で
発
生
し
た

火
災
・
救急
等
災
害
の
1
1
9
番
通
報

に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
消
防
活
動
を

図
る
た
め
、
す
べ
て
五
所
川
原
地
区
消

防
本
部
指
令
課
へ
つ
な
が
り
ま
す
。
指

令
課
で
は
通
報
を
受
け
る
と
た
だ
ち
に

最
寄
り
の
消
防
署
か
ら
消
防
車
や
救
急

車
を
出
場
さ
せ
ま
す
。
 

正
し
い
通
報
が
迅
速
・
的
確
な
消
防

活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
、
電
話
機
の
そ
ば
に
自
宅
の

住
所
、
電
話
番
号
、
目
標
物
な
ど
の
必

要
事
項
を
書
い
た
メ
モ
を
貼
っ
て
お
く

な
ど
、
普
段
か
ら
落
ち
着
い
て
正
確
な

通
報
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と

で
、
消
防
車
や
救
急
車
が
よ
り
速
く
現

場
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
当
市
に
お
け
る
火
災
・
救
急

の
出
場
に
対
し
、
よ
り
早
く
現
場
へ
到

着
し
、迅
速
に
消
防
活
動
を
す
る
た
め
、
 

1
1月
1
日
か
ら
毘
沙
門

・
長
富
地
区
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
 

◆
建
物
火
災
の
場
合
…
五
所
川
原
消
防

署
及
び
金
木
消
防
署
が
同
時
に
出
場

し
対
応
。
そ
の
他
の
災
害
に
つ
い
て

は
、金
木
消
防
署
が
出
場
し
て
対
応
。
 

◆
救
急
車
の
場
合
…
金
木
消
防
署
の
救

急
隊
が
出
場
。
 

五所川原市役所 B35一 2111 



、命
国
骨
回
ソ
」
 

×
 

/
 

、
、
 

3
歳
に
な
っ
た
ら
 

幼
稚
園
へ
 

五
所
川
原
市
私
立

幼
稚
園
協
会
 

皿
（
3
5)
5
1
5
0
 

松
島
地
区
住
民
協
議
会
 

皿
（
3
4)
2
9
4
2
 

北
奥
文
化

研
究
会
 

皿
（
3
4)
3
0
4
6
 

第
1
4回
 
津
軽野
盆
栽
展

市
民
総
合
文
化
祭
参
加
展
 

m
o
80
(
6
o
o
8
)
7
6
5

4
津
島
 

地
球
環
境
と
温
暖
化
に
つ
い
て
 

ー
私
達
で
出
来
る
事
か
ら
L
 

能
力
開
発
セ

I
I
Iナ
ー
 

受
講
生
募
集
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

学
務
援
助
課
 
皿
（
3
7)
3
2
01
 

一
西北
五
民
俗
芸
能
フ
ェ
ア
 

囲
五
所
川
原
市
観
光

協
会
 

皿
（
3
8)1
5
1
5
 

民
謡
、
獅
子
舞
、
登
山
嚇
子
な
ど
、
 

西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
の
発
表
会
で

す
。
秋
の
一
日
を
民
俗
芸
能
で
に
ぎ
や

か
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
2
9日
目
 
1
3時
、
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
（
人場
無
料
）
 

◇
出
演
 
西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
の
 

1
3団
体
 

◇
特
別
ゲ
ス
ト
 
第
5
0回
青
森
県
民
謡
 

王
座
・
赤
平
ち
さ
子
、
津
軽
三
味
線
 

ま
ん
じ
流
家
元
・
工
藤
満
次
 

 

10月 31日（火）は 

市（県）民税第 3 期 	介護保険料第 4期の 
国民健康保険税第4期の 納期限です。 
納期限ですn 

忘れずに 	 忘れずに 
‘ま , 	納めましょう。 

収納課内線431 '-P439 介護福祉課内線271 -'-276 
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園
児
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
支

◇
願
書
受
付
 
1
1月
1
日
困
よ
り
 

※
願
書
配
布
中
。詳
し
く
は
各
幼
稚
園

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

聖
心
幼
稚
園
 
皿

3
4
 

五
所
川
原
幼
稚
園
 
皿

金
木
幼
稚
園
 

m
 

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
 
皿
 

富
士
幼
稚
園
 
皿

3
4
 

私
立
幼
稚
園
に
入
園
す
る
3
、
5
歳

児
の
保
護
者
に
は
、
幼
稚
園
就
園
奨
励

補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
申
請
・
交
付
は

幼
稚
園
を
通
し
て
手
続
き
で
きま
す
。
 

ど
な
た
で
も
来
場
で
き
ま
す
。皆
さ
ん

多
数
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

1
1月
3
日
囲
・
祝
 9
時

、
1
6時
 

4
日
田
 
9
時

、
1
5時
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
松
島

◇
催
物
 
品
評
会
（農
産
物
・
料
理
）
 

展
示

（
書道
・
絵画
・
小
菊
盆
栽等
）
 

即
売
会

（
野
菜・
りん
ご
・
精
米
等）
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
茶
会
な
ど
 

/
 

●

1
0月
2
2日
回
 
1
3時
3
0分

、
 

中
央
公
民
館
 
入
場
無
料

◇
演
題
／
講
師
 
「汽
車
が
煙
を
吐
い

た
頃
、
鉄
道
の
発
達
と
西
北
地
方
 

、
」
／
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
副

会
長
・
佐
藤
仁
氏
 

※
そ
の
他
「
十
三
湊
石
造
物
の
石
材
産

地
」
当
研
究
会

・
川
村
員
一
氏
の
研

究
発
表
。
 

●

1
0月
2
7日
固
、
2
9日
回
 
1
05
2
1時
 

（
最
終
日
は1
5時
ま
で
）
 
入場
無
料

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル

◇
主
催
 
津
軽
野
盆
栽
会
 

毘
沙
門
・
長
富地
区
文
化
祭
 

毘
沙
門
・
長
富
地
区
住
民
協
議
会

事
務
局
 
皿
（

3
6)
2
0
1
3
 

●

1
0月
2
8日

出
  
9
時
、
“
時
 

2
9日
回
 
9
時
、
1
5時
 

毘
沙
門

・
長
富
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
 

タ
ー
 

◇
催
物
 
山
野
草

・
農
産
物
展
 

※
2
8日
の
午
前
に
健
康
相
談
あ
り
。
 

'
 
"
 

，
  
‘
 

 
ー
ーー
ー「ノ
 
‘
 
！
 

×
 第

1
回
白
戸
業
之
助
記
念

ー
フイ
ト
プ
レ

ー
ソ
大
会
 

事
務
局
 
皿
（5
2)
2
2
5
0
松
尾
 

わ
が
国
民
間
パ
イ
ロ
ッ
ト
第
1
号
の

白
戸
策
之
助
を
顕
彰
し
て
ラ
イ
ト
プ
レ
 

ー
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
昔
遊
ん
だ

ゴ
ム
動
力
飛
行機
を
力
い
っ
ぱ
い
飛
ば

し
た
い
方
、初
心
者
の
方
大
歓
迎
で
す
。
 

●

1
0月
2
2日
回
 
1
0時
、
 
小
雨
決
行
 

金
木
運
動
公
園
駐
車
場
 

※
参
加
無
料
。
賞
品
が
あ
り
ま
す
。
 

×
 

青
森
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

員
（
あ
お
も
り
アー
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
）
 

の
活
動
と
し
て
講
演
を
開
催
し
ま
す
。
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

ニ
次
元
c
A
D
実
践
技
術
 

A
u
t
o
 
cA
D
に
よ
る
一茨
元

設
計
・
製
図
作
業
に
必
要
な各
種
機
能

と
特
徴
を
理
解
し
、
実
務
作
業
に
関
す

る
知
識
と
技
能
を
習
得
し
ま
す
。
 

●

1
1月
M
H
因
、
1
6日
困
、
2
0日
囲

、
 

2
2日
困
、
2
8H
因
、
3
0H
困
の
9
日

問
 
1
8時
、
2
1時
 

◇
対
象
 
c
A
D
シ
ス
テ
ム
で
の
機
械

製
図
に
従
事
し
、
職
場
で
中
核
的
な

役
割
を
担
う
方
、
ま
た
は
一
般
の
方

で
2
次
元
c
A
D
に
興
味
の
あ
る
方
。
 

◇
受
講
料
 
1
0
0
0
0円
（
振込
み
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
1月
1
日
困
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
技
術
 

ク
 

34 52 35 

2
2
2
2
 

5
I
5
0
 

2
4
5
9
 

5
0
8
0
 

7
9
7
4
 

●

1
0月
2
9日
同
 
1
0時
3
0分
、
1
6時
 

射
出
成
形
川
の
製
品
形
状
と
形
成
条
 

受
付
1
0時
、
 
中
央
公
民
館
 

件
の
関
係
を
実
験
を
通
じ
て
把
握
し
、
 

◇
研
修
内
容
 
講
師／
青
森
自
然
ェ
ネ
 
製

品
不
良
を
少
な
く
す
る
知
識
を
習
得

ル
ギ
ー
研
究
会
会
長
・
今
彦
衛
氏
 
し

ま
す
。
 

（午
前
）
講
演
「
地
球
環
境
問
題
に
 

●
1
1月
2
1日
因
・
2
2日
困
の
2
日
間
 

つ
い
て
私
達
で
出
来
る
事
か
ら
」
 

9
時
3
0分

、
1
6時
3
0分
 

（午
後
）
バ
ス
で
現
地
研
修
「
自
然
 
◇
対

象
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
に
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
風
力
発
電
施
設
」
 

関
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
。
 

※
参
加
無
料

（
昼
食
、保
険
あ
り
）
 

◇
受
講
料
 
1
0
0
0
0
円
（振
込
み
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
0月
2
3日
回
定
員
4
5名
 
◇

申
込
締
切
 
1
1月
8
日
困
 



月目可日仕）巨I巨］日（日） 
9時30分～16時つがる克雪ドーム 

イ 営農相談コーナー 	 × 
無料土壌分析サービス（コップ1杯分の乾いた土を持参） 

ほっこり姫かぼちゃ、ヤーコンの試食 
五所川原市特産物展示コーナー 
営農相談 

．東北農政局青森農政事務所コーナー 
米粉パンの試食コーナー 
もみずり、精米体験コーナー 
世界のお米展示コーナー 
食育パネルクイズコーナー 

■西北地方農林水産事務所広報コーナー 

■みんなの消費生活展 
■健康づくりコーナー 
■赤～いりんこコーナー 
■五所川原立倭武多コーナー（こ-.1・灰i氏タ) 

■閥シルバー人材センターコーナー 
■生活改善グループコーナー 
■生活学校コーナー（チャリティーバザー） 

■赤十字奉仕団コーナー（1じ枇d自、早乙初寺具以フ亡J 

．縫製ボランティアグループ 
■青森職業能力短期大学校 

非円形歯車の設計、弓曳重子の設計“製作 
工コランカーの展示、ライントレース力ーの走行 

■五所川原展林高寺字校（王】百1りF子汗斗ノ 
農林土木科の活動紹介 
五農ジャム販売、測量機器展示 

■林業コーナー 
津軽森林管理署金木支署（木工品展示販売） 

× 藤田造園（炭’チェーソソ変 )1 	 ノ ノ 
	~~1 

9: 3O- 
9 : 30-10 : 00 
10 : 30--11 :00 
13 : 00--14 : 30 
15 : 00'-15 : 30 

開会式 
漆川獅子舞 
子供獅子舞（三好小学校） 
津軽三味線（石村奈津美） 
ソーラン（中央小学校） 

同
時
開
催
 

第13回ごしょがわら菊まつり 
．主催／ごしょがわら菊まつり実行委員会 
■問い合わせ先／商工観光課 内線382 

10月21日田 

10月22日（印 

30～ 	開場 
30-'12 : 00 演芸大会（市老人クラブ連合会芸能部） 

14 : 30--16 : 00 ワクワクビンゴゲーム 
抽選券はI () :00より事務局でl人 1枚差し上げます。 

〔※関係者を除く〕 

■主 	催／ごしょがわら産業まつり運営委員会 
■問い合わせ先／農政課 内線354・355 

9
1
0
 

■農産物加工センター（農産加工品販売） 
■新鮮野菜・果物とれたて市（野菜・花・果物功日工品即売会） 
■青森フアツション株式会社（婦人服・生地販売） 
■西北五物産コーナー（地場産品販売） 
■西北五観光PRコーナー 
■五所川原市農業センターコーナー 
■「御所川原牛」販売コーナー 
■川倉ふれあいセンター農産物加工部会（そば打ち体験他） 
●金木町生き活き直売会（野菜、加工品等販売） 
■しうらクラフト愛好会（木工製品の展示・販売） 
■市浦もや焼き陶芸（手づくり陶器販売） 
■北遊盆栽会コーナー 
■JA津軽北部女性部（嘉瀬支店力ElI部） 
■シクラメン販売 
■玄米粉で健康になろう！（玄米加工食品の試食・販売） 
■こしょがわら市農業協同組合（りんこの即売） 
●地元米・軽食販売コーナー 
■こしょがわら市農協青年部 
■J A津軽北部金木青空グループ（野菜、漬物等販売） 
■おいしいじゃん 
■東奥日報PRブース 
■生活協同組合コープあおもり五所川原支部 
■梅のジュース（梅口マン） 
■ふるさと“夢現力”探検隊コーナー 
■フリーマーケツトコーナー 
■子供縁日コーナー 
■子供ビデオコーナー 
■豚汁無料サービス（正午～) 

11 平成18年】0月15日 五所川原市役所 B35-2 111 



~ 

加問題 
STOP!！ 未払賃金・サービス残業 

司法書士無料電話相談会 
司法書 Lが皆様のご相談に応じます。 

●ii月 5 日（日） 10時～16時 

相談電話：017-721-2229（代表） 

017一721一 2254 

※相談電話番号は11月 5日限りです 
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土地売却（保留場のお知ら14 
―南部地区土地区画整理事業一  区画整理課内線342 1 

南部地区土地区画整理事業において、土地（保留地）を売り出しています。売り出し箇所は 13箇所です。 

申込み先着順にて売却いたしますので順次締め切りといたします。 

ご希望の方はご相談・お問い合わせください。 	 物件位置図（道路は計画中を含む） 

へ 土地の概要 現況は宅地で下記のとおりです（土地の画像 

はホームページからご覧いただけます）。 

◇ 周辺環境 ェルムの街に近く、閑静な住宅地となってい 

ます。 

ー 売却方法 随意契約によって売却いたします。 

No. 
醸
同
 

単価 

（円） 

売却価格 

（円） 
用途区分 

道路幅員 

(m) 

1 337 19,900 6,706,300 第一種低層 6 

2 422 27,200 11,478,400 第一種低層 6 

3 479 20,800 9,963,200 第一種低層 6 

4 330 29,700 9,801,000 第一種低層 6 

5 265 31,700 8,400,500 第一種低層 12 

6 286 31,700 9,066,200 第一種低層 12 

7 302 31,700 9,573,400 第一種低層 12 

8 売 	却 	済 

9 295 24,800 7,316,000 第一種低層 6 

10 244 29,100 7,100,400 第一種低層 6 

11  195 29,600 5,772,000 準
 
工
 
業
 

16 

12 224 24,000 5,376,000 第一種低層 6 

13 241 29,500 7,109,500 第一種低層 6 

14 311 40,700 12,657,700 第一種低層第
二種住居 22 

15 J乞 
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⑤LU ①岡 
最低賃金が改定されました 

■青森県の最低賃金は10月から時給額で610円に改定され

ました。これは産業別最低賃金（4業種）の労働者を除

く、すべての労働者（常用、臨時、パート、アルバイト

を間わない）に適用されます。 

●〈最低賃金に関するお問い合わせ〉 

青森労働局賃金室 TEL 017-734-4114 
五所川原労働基準監督署 TEL 35-2309 

五所川原市役所 容35 2111 
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健康推進課 内線223・224・225 

結核健診を受けましょつ 
☆対象】65歳以上の市民（昭和17年 3 月31日

生以前の方。平成19年 3 月31日まで

に満65歳になる方を含む） 

※ただし、今年度市民総合健診で肺

がん検診をすでに受診した方及び

受診予定の方を除く。 

☆実施方法】胸部レントゲン撮影（無料） 

希望される方は、受診票をお持

ちになり、直接実施場所へお越

しください。 

俳
人

の

一
足
早
い

秋
を

詠
む
 

〔
金
木
俳
句
会

〕
 

ゴヒ 松 

川 

山
石
 
田
 川 

し
げ
み
 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

題
芋
 
斎
 

藤
 

車
川
 
泉
 

老

の
舌

す
こ
し

酢
が

欲
し
太

心
 

一
 
戸
 
耕
 

雨

蝿

叩
き

握
り

て
盆
に

入
り
け

り
 

長
 
内
 
坤
 
骨
 

冷
蔵

庫
開
け

閉

め
せ
わ
し

孫
が
来

る
 

沢
 

田
 
一
 

歩
 

審

銭

の
こ

と
り

と
鈍

き
炎

暑

か
な
 

峰
 
秀
 

女

わ
れ
入

る
墓

あ

る
安
堵
墓
洗

ふ
 

北
 
川
 
せ
っ
女

ほ
う
た

る
の
吐
息

で
あ

り
し

ふ
た

り
か
な
 

高
 

橋
 
け
ん
一

昼
寝
し

て
足
裏

悌
に
見

ら
れ

け
り
 

村
 
田
 
ひ

で
お

燭

台
も

御

身

拭
ひ

て
涼

新
た
 

山
 
本
 

れ
 
い

虫
干

や
軍
帽
ひ

と

つ
を

桐
箱
に
 

葛
 
西
 
幸
 
子

病
み
鶏

を
見

と
ど

け

て
る
る
羽
抜
鶏
 

工
 
藤
 
速
 
水

介

護
士

て
ふ
大

の
男
の
三
尺

寝
 
高

橋
 
ふ

み
ひ

こ

奥
に

あ

る
忘

れ
食

材
冷

蔵

庫
 
芳
 
賀
 
久
 

子

草

刈
機
草
ょ

り
青

き

朝
を

刈
る
 

松
 
川
 
青
 

雅
 

検診日 実 施 場 所 実施時間 

10/23 

旧） 

金木中央老人福祉センター前（金木） 9 :30- 10:00 

藻川コミュニテイ消防センター前（五所II源） 10:20-10:30 

小曲農村婦人の家前（五所川原） 10 : 40~ 10 : 50 
富士見コミュニテイセンター前（五所II源） 11:10- 11:30 
みなとコミュニテイセンター前（五所II源） II :40-lI :50 
ケアハウス ハルニレ前（五所川原） 13:30-14:00 
姥落集会所前（五所川原） 14:10- 14:20 

10/24 

因 

金木中央老人福祉センター前（金木） 9 :3J-10:00 
喜良市コミュニテイ消防セン夕ー前（金木） 10: 10- 10:20 
嘉瀬コミュニテイ消防センター前（金木） 10:30-10:40 
コミュニテイセンター飯詰前（五所川原） 11 :00- 11:20 
老人福祉センター前（五所川原） 11 :40-l2:JQ 
地域福祉センター前（五所川原） 13:30-14:00 

検診日 実 施 場 所 実施時間 

10/25 

困 

金木中央老人福祉センター前（金木） 9 :30- 10:00 
保健センター金木前（金木） 10: 10- 10:30 
沖飯詰集会所前（五所川原） 10:50-lI :00 
松島会館前（五所川原） 11:20-!!: 30 
緑風苑前（五所川原） 13:00- 13:15 
青山荘前（五所川原） 13:30-14:00 
コミュニテイノ、ウス原子前（五所川原） 14:20- 14:30 

10/26 

困 

脇元老人生きがいセンター前（市浦） 9:30 -9: 50 
磯松公民館前（市浦） 10:00-tO: 10 
十三公民館前（市浦） 10:30-10:50 
基幹集落センター前（市浦） 11:10-il: 30 
ピンコロ館前（市浦） 11:40-Il: 50 
太田公民館前（市浦） 13:00-13:20 
川倉ふれあいセンター前（金木） 14:00- 14:10 

受診票は、市役所健康推進課、保健センター金木、保健センター市浦、または、健診当日受付にあります。 

※各地を巡回しますので、実施時間にご注意ください。 
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健 康 推 進 課 B35-2111（内線223・224・225) 
保健センター金木 B53-21n（内線154・155・156) 
保健センター市浦 B2 7-7 7 3 3 ブ 

ーー一 

~  

～野菜を使ったエコクッキング 

かぶのコ幹察冬 

1人分 

■材料（ 6 人分）L一 

かぶ・・・（700g)6 個 

ベーコン 	2 枚 

かぷの葉… lOOg 
バター 	 20g 
水 	力ップ 5 

92Kca1 塩分1.2 g 

固形スープの素（チキン味）・・・3個 

白ワイン 	 大さじ 2 
塩／こしょう 	 適量 

※粉チーズ（マイルド） 	適量 
（またはバルメザンうす削り） 

■作り方 

①かぶは葉を切り落として皮をむき、半分に切って 6-U' 
7mm幅の半月切りにする。 

②ベーコンは熱湯を通し、 5 mm幅に切る。 

③かぶの葉（中心の柔らかい部分のみ）はゆでて、みじ

んぎりにする。 

④鍋にバターを溶かしてかぶとベーコンを妙め、油が回

ったら水、固形スープの素、白ワインを加えてかぶが

柔らか＜なるまで蓋をして煮る。 

⑤かぶが柔らかくなったら木ベラまたはマツシヤーで潰

し、（敏7)かぶの葉を加えて塩とこしようで味を調える。 

⑥器に⑤を盛り、粉チーズをふりかけていただく。 

★かぶはスープの他に漬物や煮物など色々に調理でき
ます。また、スープま季節の野菜（大根・白菜・人参・
キャペツ）や海藻・きのこ・卵なども使って作って
みましよう。 

※日頃、捨ててしまっている野菜の皮や芯も調理の工
夫で立派なおかずの一品に生まれ変わります。 

× 

 

	ノ 

 

（  健 康 相 談 ） 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健師が相

談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

地 区 開 催 場 所 開催月日 開催時間 

五所川原 

藻川コミュニテイ消防センター 10月20日囲 11 :00-.12:3J 

北新集会所 10月25日困 12: 30~13 :30 

コミュニテイーセンターヒ和 11月 2日困 II: 30-13 :00 

し～うらんど海遊館 10月25日困 12 : 30-13 :30 
市 	浦 

保健センター市浦 10月26日困 10 :00--Il: 00 

（母と子の相談日（工ンゼル教室）) 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽しさや悩

みを話してみませんか。各地区の開催日は、いずれのご利用も
可能ですので、お気軽においでください。 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

日 	時 実施場所 内 	容 

11月 1 日困・15日困 

10 : 00--12 : 00 
13 : 00-15 : 00 

※ I5日午後は予約相談 

保健センター 
五所川原 

・各月齢での成長（身体
計測）・発達の確認、 

※子育てサロン同時開催 育児、遊び、栄養（離 

11月17日囲 

9 : 30-I1 :30 
保健センター 

金木 

乳食）の相談 

・子育て等に関する勉強 
会、情報交換 

11月22日困 

10 : 00-12 : 00 
保健センター 

市浦 

◆受付時間・・・保健センター五所川原 12 : 15--12 :30 
保健センター金木 12 : 30-.-12 : 45 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル等 

健診の種類 実施日 実施場所 対象児及び対象地区  

4 か月児健診 
11月 7日

因 

保健センター 
五所川原 

全地区 
平成18年 6月生まれ 

I 歳6 か月児
健診 

11月28日
因 

保健センター 
五所川原 

五所川原地区 

平成17年 5月生まれ 

11月2日

困 

保健センター 

金木 

金木・市浦地区 

平成17年4-'-6月生まれ 

3 歳児健診 

ll月16日
困 

保健センター 
五所川原 

五所川原地区 
平成15年 7月生まれ 

11月30日
困 

保健センター 

金木 

金木・市浦地区 

平成15年6-8月生まれ 

*3歳児健診については、事前にアンケート記入等があります
ので、個別に通知いたします。 

＜お願い＞健診に来られない場合や病院で健診を受けた場合、 
すでに健診を受診した場合等は、ご連絡くだされば、相談に
応じます。五所川原地区での実施については、駐車場が混雑
しますので、市役所駐車場をご利用ください。 

＠参鷲纏象施力，A 

く 献血のこ案内（パス巡回）) 
期 日 時 	間 場 	所 

11月20日旧） 
（成分献血） 

9 : 30-14 : 30 保健センター五所川原 

※成分献血は人数に制限があります。ご協力いただける方は 
11月10日までに健康推進課へご連絡ください 

救急医療当番医 
月 	日 曜日 医療機関名 住 	所 電 話 

10月22日 日
  

木村内科医院 松島二丁目89-4 35-2815 

10月29日 口
口
 

健生五所川原診療所 一ッ谷508-1 35- 2542 
※ 1. 対応時間（電話で確認） 9時から17時まで 

2. その他、消防署（救急病院紹介谷34-4999) でも紹介し 
ます。 

r 
一 、 	子し 2JJ ン七 1ヌ王 0多 	ノ  

’ ◆内 
身体計測、発達相談、離乳食試食（ 4 か月児）等 

"jv古紙配合率100% 
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